
11 月 たんぽぽ組だより 
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・外遊び用上着は、危険防止の為フードの

ないものをご用意ください。また、毎週

金曜日には持ち帰っていただき、洗濯を

お願いします。 

・爪が伸びていると思わぬ怪我に繫がるの

で、角を丸く削り、短く切って下さい。 

 

 朝夕は、空気が冷たく肌寒くなってきましたが、昼間はぽかぽかと太陽のぬくもりを感じ、戸外で過ご

すことが気持ちの良い季節になってきました。公園へ行くと、赤や黄色に色付いた落ち葉やドングリを見

つけて、嬉しそうに手にしたり、芝の上を気持ち良さそうに走ったりしています。子どもたちならではの

発見に共感しながら、秋の自然物に触れたり、のびのびと体を動かしたりして遊んでいきたいと思いま

す。 

はい、どうぞ♪ 

遊びの中で、言葉でのやり取りが増えてきました。おままごとでは、「どうぞ」「美味しい？」と話していた

りお友だちの言葉の語尾を真似し、言葉はなくてもお友だちの口元に運んであげたりと友達と関わる姿が見

られるようになりました。時には、食べ物の玩具をお皿に乗せてお友だちの名前を呼び「おいで！」と誘い仲

良く手をつなぎ歩いている子もいます。まだまだ、気持ちが上手に伝えられないこともありますが、楽しく遊

んでいく中でお友だちとの関わり方を伝えていけたらと思います。 

☆「じぶんで！」やってみたい☆ 

衣服の着脱などの際に、保育者が何気なく手を差し伸べると「○○ちゃんがやるの！」「じぶんで！」と言

って自分の身の回りのことをやってみたい、という姿が増えてきています。個々の姿に応じて、保育者が傍で

見守ったり、やり方を分かりやすく知らせたりしています。難しい所や、思うようにできず、困っている時に

は、自分でできた！という満足感を感じられるよう、さり気なく手助けをしています。そして、できた時には

保育者と一緒に喜び、次も自分でやってみようという意欲に繋げています。 

自分でやってみようという意欲を大切にしていきたいと思いますので、自分で着脱のしやすい衣服や靴下、

靴などの準備をよろしくお願い致します。 

先日、たんぽぽ組も園の畑でさつまいも堀りを

行いました。始めは近くに座ってキョトンと見

ていた子どもたち。保育士が子ども、たちの前

で掘って見せるとじっと見つめる子や保育者

の姿を真似し、土を掘ってお芋を取ろうと頑張

っていました。お芋を手にするとすごく嬉しそ

うに「ジャジャーン！」と見せてくれました！ 

★お芋ほりをしたよ！★ 


